
























































































































































































































































































































































































































































































































目標 どんな代償を支払っても 収益性。他の目標は考慮 法律に従った、倫理的
特 収益性と組織の成功 しない。 基準の範囲内での収益
8
性。
法律へ 法的基準はマネジメント 法律‘由麟文というよ 法律の文言に加えその
























@　　　　　モデル 経済的責任 法的責任 フィランソロフィック磁
非道徳的なマネジメント ＊＊＊ ? ?
灘い（遡撫縣な）マネジメント ＊＊＊ ＊＊
? ?
道徳的なマネジメント ＊＊＊’ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊
　　ウェイト付け記号：＊　＝最小限の考慮（見かけのみ）
　　　　　　　＊＊一中程度の考慮
　　　　　　　＊＊＊＝著しい考慮　　　　　　　　　　　　（出所）Carro11〔1996〕P．129
48）組織全体の倫理的な雰囲気を向上させるたあには、トップ・マネジメントのリーダー
　シップが大切である（Carroll〔1996〕p．166）。
49）中村〔1998〕pp．177－’178。同稿では企業倫理の課題事項と関係領域は以下のように分
　類される。
　　　　　　　　企業倫理の課題事項と関係領域
関係領域 価値理念、 課題事項
①競争関係 公　　正
カルテル、入黍L談合、取引先制限、市場分割、差別対価、差
ﾊ取扱、不当廉売、知的所有権侵害、企業秘密侵害、贈収賄
s正割戻、など。
②消費者関係 誠　　実 有害商品、欠陥商品、虚偽・誇大広告、悪徳商法、など。
③投資家関係 公　平 囎弓1、禾覧臨i㈱E、i桂扶i獺、イ乍綴r行虫易刑多
ｬ、相場操縦、粉飾決算、など。
④従業員関係 尊　厳
労働災害、職業病、メンタルヘルス障害、過労死、雇用潮ll
i国籍・人種・性別・障害者・特定疾病患者）、プライバシ
[侵害、セクシャル・ハラスメント、など。
企業市民
産業災害（火災・爆発・有害物質漏洩）、産業（排気・排水
E騒音・電波・温熱D公害、　　　　“　　不当工場
ﾂ鎖、計画倒産、など。
⑥政府関係 厳　　正 脱税、贈収賄、不正政治献金、報告義務謹反、虚偽報告、検
ｸ妨害、捜査妨害、など。
⑦国際関係 協　　調
租税回避、ソーシャル・ダンピング、不正資金洗浄、多国籍
驪ﾆの階踊行動（贈収賄、劣悪労働条件、公害防止設備不備
ﾑ1溢送還、政治介入、文他破壊）、など。
共　生 環境汚染、自然破壊、など。
一14一　　目ヒ，戸斤：輔〔1998〕pp．177～178
50）非倫理的でないことを倫理的と思い込むのは危険である（Carrol1〔1991〕p．48）。
51）企業の内部および外部の利害関係者の多様な要求および期待から生ずる各種の課題事
　　項ならびに諸問題を予知し、それに即応し、それを管理することに関する企業の能力
　　を決定し、具体化し、評価する個人的ならびに組織的な諸過程の展開である、経営社
　　会即応性（エプスタイン〔1996〕P．13）を発揮することが求められている。
　　企業内で倫理的問題に対処するためのガイダンスの具体例についてはPost，　et　al．〔
　　1999〕pp．134－・138を参照のこと。
52）全米生保協会（ACLI）は、多くの主要な保険会社に対する集団訴訟を導いた非倫理的
　　販売慣行に対処するため1998年に「保険市場行動基準協会（Insurance　Marketplace
　　Standards　Association（IMSA）」を設立した。ここではエージェントが遵守すべき
　　倫理的市場行動に関する六原則を策定し、会員企業にその遵守を求めている。設立一
　　年での評価は概ね好意的なものである。しかし現場レベルからはこの原則は「ビザン
　　チン様式の建物のようなルール」であり、より実践的な基準を求める声もあがってい
　　る。また、消費者からは個別相談に応じることへの要望が強い（Goch〔1999〕pp．29－－
　　31）。
4．むすび
　近年は生命保険会社の経営環境は激変し、規制緩和や金融ビッグバンの進展により、生
命保険会社そのものの経営が変化せざるを得ない状況にある。しかしその中でも生命保険
の保障機能の重要性に変化はなく、この機能を果たす上で販売業務は不可欠である。保険
商品が多様化し、各社の戦略も多様化するにつれて、生命保険会社に対する評価指針も従
来通りの死亡保障にっいての保有契約高だけに限定できなくなっている。このような状況
においては、量的拡大によるベネフィットを唯一の根拠として正当化されてきた従来通り
の販売政策は修正を余儀なくされる。しかし、どのような形態をとるにしても53）54）、倫
理的に正当化可能な販売政策をとらなくてはならない。そして、あらゆる関係者に対し説
明可能な倫理的正当性なしには今後の成長は望めない。
　今後は生命保険会社に対する倫理的行動への期待がさらに高まるのは確実である。生命
保険は普及率は高さ55）に反して、その内容にっいての一般的認知度には問題があり、ト
ラブルの原因にもなっている。しかし保険の有用性は確かなものである。生命保険会社と
しては、広く社会全般に対して保険制度にっいての理解を促進させ、保険制度の存在意義
を認識させる必要がある。このことは生命保険の存在意義を明確し、生き残りを図るため
の差別化につながる。販売慣行をめぐるトラブルを防止するには、企業倫理の制度化を行
い、契約者に対して十分な情報提供を行い、制度にっいての理解を得ることが大切で、そ
のための社内体制を整備することが最善策である56）。公的規制と業界の自主規制と個別
企業の企業倫理は相互に補完しあうものである。このため従来関心が低かった企業倫理に
も配慮することで、公的規制や自主規制の効力も高まると考えられる。経営者の経営判断
における倫理的配慮は重要であり、倫理的課題事項への積極的な取り組みが求められる。
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53）販売チャネルと多様化についてはDorfman〔1998〕PP．124・－131、　Triesc㎞ann・Gustav
　　son〔1998〕pp．635－643等を参照のこと。
54）エージェントとダイレクト・レスポンスにはそれぞれ長所と短所があり、どちらか一
　　方のみを絶対視することはできない。また、ダイレクト・レスポンスよりもエージェ
　　ントシステムを使用する方が保険犯罪の発生が少ない、という仮説も証明されなかっ
　　た。つまり、保険犯罪を防止する上で、契約者とエージェントが親しい関係にあれば
　　モニターできるので抑止力となるという見解は支持されなかった、ということである
　　（Colquit＝Holy　〔1997〕　P．465＞『0
55）日本における生命保険の世帯加入率は1997年度には93．0％でだった（r1998年版　生
　　命保険ファクトブック』、p．61）。
56）例えば保険犯罪対策として、不正を許さない雰囲気の重要性が挙げられる。Colquit＝
　　Holy〔1997〕では、アメリカでの州ごとの調査をもとに、保険金の詐欺的請求の多い
　　州の特徴として、①失業率が高い、②都市化が進んでいる、③保険詐欺を容認する大
　　衆の態度を挙げている（pp．469・・471）。
　　また、営業職員に対する専門知識を高めるための教育体系を整備するならば、それに
　　見合った倫理教育を行う必要がある。経営者には、保険の有用性を維持するの倫理的
　　配慮も求められる。
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